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シャットノクサスの手動ガンによる消毒方法
　シャットノクサス手動ガンノズルを使った消毒作業のポイントを説明します。

１）事前準備と確認

①消毒対象物が汚い場合（有機物や埃が付着している状態）は、掃除や洗浄を先に行わないと消毒効果が低減します。

②消毒効果は消毒薬の選択で決まります。対象菌に効果のある消毒剤を用意します。
③シャットノクサスは消火剤としても使用される炭酸ガスを噴射しますので、火を瞬間的

に消火します。消毒場所付近のガスの種火やガスストーブなどは必ず火を消して下さい。

火が消えると生ガスが出て危険な状態になります。

④消毒場所付近の煙感知器は作動を停止してください。シャットノクサスが作り出す微粒

子の霧が煙感知器を作動させます。

⑤清潔な作業着と靴、マスク・ゴーグル・手袋等を身に付け、作業者が現場を汚染しない
よう注意します。また、使用する薬剤に合わせた防毒マスク等も考慮します。

２）消毒作業の操作

①消毒時間を短縮しながら消毒効果を上げるためには、ペンキを塗るようなゆっくりした

動作で、同じ場所を塗らない一筆書きのように、作業を進めます。手首を振ってノズル

を小刻みに震わすような作業は必要ありません。
②ノズル先端と対象物の距離は１ｍ程度が理想です。５０㎝以内に近づけると、対象物は

完全に濡れます。電子機器や樹脂表面に対しては必ず１ｍの距離を取ります。

③汚染が濃厚な場所はゆっくり丁寧に消毒剤の霧を吹き付けます。ノズルを動かす目安は、
　・汚染が軽度：１秒で５０㎝程度の速度でノズルを移動させます。
　　※一般的に、天井や天井に近い壁面の汚染は軽度です。

　・汚染が重度：１秒１５㎝程度の速度で、本当にゆっくりと動かします。

　　※人が手で触れる場所は特に汚染が濃厚です。床面も汚染があります。

ドアノブ・ガスコック・蛇口・冷蔵庫等の取っ手・電話機、カルテボードなどは、

ノズルの動きを３秒程度止めて集中的に吹き付けます。

更衣室やロッカー内、無菌手袋を入れた引出し、クリンルーム前室、エアシャワー

室内などは、丁寧な作業が必要な場所です。
３）その他作業の注意点
①一度消毒した床面を踏まないよう、室内の奥から初め、最後にドアから退去する作業手

順を考慮します。２人がペアとなり、１人が消毒作業を行い別の１人がホースをさばき

ながら作業場所の漏れを目視チェックすると、消毒漏れの無い作業が行えます。

②消毒前と消毒後の比較菌検査を行う場合は、作業者は特に注意を要します。

　・マスク必須で、作業中は決して喋らない事。くしゃみや咳も厳禁。

　・消毒した場所に戻らない。検査ポイントを踏まない、またがない事。

　・消毒作業であっても、人が最大の汚染源になりうることを意識する事。

　　また、消毒済みの場所にホースを引きずらないこと。

　・清掃が行き届いていない現場の場合は、１度消毒した後、５分程度放置してアルコー

ルを乾燥させ再度消毒を行います。３回程度繰り返すことで、表面菌に関しての消毒

効果を上げることが可能です。
